Une lecture d’ «Áge d’or» d’Arthur Rimbaud by 水野 尚 & Hisashi Mizuno


















⑴ «Rimbaud est intraduisible», Hugo Friedrich, Structure de la poésie moderne,

































⑷ «Âge d’or» の解釈については，以下の二つの論考を参照。Pierre Brunel, «Age
d’or ou «opéra fabuleux», dans Revue de l’université de Bruxelles − 1982/1−2,
Lectures de Rimbaud, réunies par André Guyaux, p.77−91. Bernard Meyer,
Sur les derniers vers. Douze lectures de Rimbaud, L’Harmattan, 1996, p.145−
167.
⑸ 引用は，Rimbaud, Œuvres complètes, édition d’André Guyaux, Gallimard,
«Bibliothèque de la Pléiade», 2009. による。以下，本書は OC と略記する。
８８ アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む


























い。ここでは，voix と moi では，最後の x の有無に違いがある。ランボーは多
くの詩で，伝統的な詩法に基づかないこうした破格を用いている。
８９アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
残り続ける。読者は，一つの意味で捉えきれないからこそ，«Vertement s’ex-




Et puis une voix
− Est-elle angélique! −








quelqu’une des voix という音が Et puis une voix へと変わり，voix まで達
する音は 4音のままでありながら，quelqu’une des から Et puis une へと音
が変化し，それに応じて，意味の変化も起こる。しかも，Et puis と順番が示
されるため，最初の voix に続いて，新しい voix が喚起されると考えられる。
だが，それが前と同じように angélique であり，vertement s’explique する
ため，別の声なのかどうかがあいまいである。再び聞こえてきた声は，以前と
同一のものなのか，別のものなのか？ さらには，その声は外部から聞こえて
くるのか，内心の声なのか？ こうした曖昧さが，«Âge d’or» の angélique
な魅力の一端を生み出す。




９０ アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
Qui se ramifient
N’amènent, au fond,
Qu’ivresse et folie ;
Reconnais ce tour
Si gai, si facile :
Ce n’est qu’onde, flore
Et c’est ta famille!
第 2詩節の最初から，Ces が使われ，mille questions がすでに何かわかっ
ているものとして話し始められる。しかし，それ以降も，質問の内容は明かさ
れない。つまり，質問という言葉だけがある状態。詩人は読者にここでも謎を
投げかける。さらに，その質問は se ramifier する，つまり木の枝のように別
れていく。ここで，木と関係する rame を連想させる動詞 ramifier は，verte-
ment に含まれる緑とつながる。そして，その動詞で二度繰り返される［i］








［i］音の饗宴は第三詩節にも連なり，第二句 «si gai, si facile» は 5音のう
ち 3音が［i］である（8）。また，ここでも ce tour と ce が使われ，tour が既
知のものであることが示される。では，誰にとって既知なのか？ ここでの話
────────────
⑻ 視覚的には gaie にも i が見られ，i の効果がさらに強化されている。
９１アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
者は一つの声である。他方，読者にとって tour は初めて出会うことばであ
り，どの tour なのかわからない。とすれば，声と共犯関係にあるのは，«Il




様相，さらには旋盤など，様々に理解される。従って，いきなり ce tour と切
り出され，それが陽気であり，容易であると言われたとしても，読者には何の
ことなのかわからない。あるいは，その意味は読者の理解に委ねられる。
そこで声は，まず，それが onde であり flore でしかないと説明を加える。
ここでも，onde が電波の波動なのか，水の波動なのか明確ではなく，波のよ
うな動きだけが暗示される。その後すぐに flore と続き，今度は植物のイメー
ジが喚起される。しかし，Onde と flore は並置されるだけで，その関係は示
されない。Ce tour が onde であり，flore だというのだろうか？ しかも，
最後にそれが ta famille だと結論付けられる。お前の家族？ Ce tour から始
まり，onde, flore, famille とことばが重ねられる度に，謎は深まるばかりで，
いっこうに明確な意味は定着しない。他方，音的には，［o］の音が閉鎖的な
［i］を破裂させる。onde の中では o の鼻母音が響き，flore の［o］は流音の




Puis elle chante. Ô
Si gai, si facile,
Et visible à l’œil nu . . .
− Je chante avec elle, −
９２ アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
Reconnais ce tour
Si gai, si facile,
Ce n’est qu’onde, flore
Et c’est ta famille! . . etc. . . .
ある声が二つの節で自分の考えを説明した後，今度は歌い出す。そして，私
も声を合わせ，一緒に歌う。その内容は第 3詩節とほぼ同様であり，第 5詩
節を形成する。ただし，その際，famille の後に，etc. . . . という言葉が付け
加えられ，この詩節が «Âge d’or» の中でリフレインの役割を果たしているこ
とが示される。つまり，この詩句は，ある意味を伝えれば役割を終えるのでは




つの形容が付加される。Visible à l’œil nu。しかし，陽気で，容易で，裸の目
に見えるものとは何だろう？ もしこれらがここに記されていない ce tour を
形容しているとすると，では，裸眼に見える tour とは何か？ 波動なのか，
植物なのか，家族なのか？ それらすべてなのか？ 答えは得られない。他
方，visible によって［i］が二つ加えられ，Si gai, si facile,/Et visible と［i］
の祭典が繰り広げられる。そして，それを chante に含まれる［a］の鼻母音
が取り囲み，花火のように華やかな音の拡散を生み出す。一行目の 5音目に






９３アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
＊
＊＊
Et puis une voix
− Est-elle angélique! −
Il s’agit de moi,
Vertement s’explique ;
Et chante à l’instant
En sœur des haleines :
D’un ton Allemand,







されている。En sœur des haleines では，sœur という言葉の持つまろやか
な音が haleines の母音［a］と［e］に囲まれた流音［l］にまで続き，やさし






⑼ «Plein : En parlant d’une sonorité, d’une voix : Qui est net, fort, bien
marqué», Bescherelle, Dictionnaire national ou Dictionnaire universel de la
langue française, sixième édition, Garnier Frères, 1858.
９４ アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む




るのではないだろうか。その両面性は，Allemand と ardent の［a］音及び
その音の鼻母音の二つで結びつけられ，両音の反復が心地よい響きを作り出
す。また，pleine も haleines と豊かな韻を踏む。以上の 5音節 3行の音の連
続は，天使のような声そのものであり，様々な様相を呈しながらも，一つの息
吹のように感じられる。
Le monde est vicieux ;
Si cela t’étonne!
Vis et laisse au feu
L’obscure infortune.
Ô! joli château!
Que ta vie est claire!
De quel Âge es-tu
Nature princière







⑽ このドイツ的という形容詞の解釈は，Edouard Schuré, Histoire du lied ou la
chanson populaire en Allemagne, A. Lacroix, 1868を念頭に置いている。









びかける。しかし，joli château に向かって，«Que ta vie est claire!» と感嘆
する声をどのように理解したらいいのか。これ以上ないほど基本的な語彙で，
基本的な構文に則った詩句。では，joli château とは何を指すのか？ 城の




を捉えることはできるかもしれない。が，それはフランス語の ta vie とは別
の表現から生まれる，別の意味でしかない。しかも，前の節で，声は vis と命
じた。その言葉の響きが，ta vie には反響している。声の言う ta vie が，「生
きろ」と命じられた「私」の vie と重なるとすれば，城とは「私」のことに
なる。vice にまみれていても，生きることは joli なのだ。意味ではなく，［i］
音が言葉をつなぎ，連想を導く。
声はさらに続き，今度は自然に対して呼びかけが行われるが，ここでも謎は
解明されない。Notre grand frère とは何を指すのか？ 「私たち」というの
は，呼びかける声と呼びかけられる「私」を意味していると考えられる。だ
が，その grand frère とは誰なのだろうか。また，王侯のような Nature とは
どういうことだろう。Nature とは自然を指すのか，性質を意味するのか，こ
────────────
⑾ Ta vie の ta を城ではなく，詩の中で呼びかけられる tu と解する論者もいる。





で示される Âge d’or という答えを導き出すための問いと考えていいだろう。
つまり，第 9詩節は，Âge d’or を暗示的に歌っているということになる。
以上のように，En sœur des haleines な声は，第 8詩節の中で，世界は悪
で満ちているが，そうした中で生き，不幸を火に投げ込んでしまえと歌い，第
9詩節では，joli château の vie は claire で，Nature は Âge d’or にあること
を暗示する。
Je chante aussi, moi :
Multiples sœurs! Voix
Pas du tout publiques!
Environnez-moi
De gloires pudiques . . etc. . . . ,
第 4詩節では声と一緒に歌った「私」が，第 10詩節では声達に向かって歌







の vie を voix として感じ取り，それに囲まれるとき，「私」は外に向けての
公の栄誉ではなく，慎ましやかな栄誉に満たされる。
最後の詩節で歌われる複数の Voix は，第一詩節の Quelqu’une des voix に
９７アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
戻り，Multiples sœurs の中からまた一つの voix が s’expliquer し，chanter






































⑿ «［L］a pièce est extrêmement obscure», Rimbaud, Œuvres, édition de Su-
zanne Bernard, Garnier Frères, «Classiques Garnier», 1960, p.438.
⒀ Yves Bonnefoy, Rimbaud par lui-même, Seuil, «Ecrivains de toujours», 1961,
p.70.
⒁ OC., p.284.
⒂ «les inventions d’inconnu», Rimbaud, Œuvres complètes, édition de Pierre
Brunel, Le livre de poche, «La pochothèque», 1999, p.248.
９８ アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
構築。現実参照機能を極限にまで減少させた言葉。実際，«Âge d’or» と同じ時














Â l’oubli livrée［«Chanson de la plus haute tour»］
Elle est retrouvée.
Quoi ? l’éternité.［«Éternité»］
Ô saisons ô châteaux










⒃ «［. . .］à l’époque de la composition des poèmes（«Chanson de la plus haute
tour» et «Ô saison, ô châteaux»）, Rimbaud doutait déjà de pouvoir commu-
niquer un message issu d’une référence extérieure à son discours», Daniele
Bandelier, «Les poèmes de Délires II Alchimie du verbe», Lectures de Rim-
baud, op.cit., p.107.



















































































⒄ 『新編中原中也全集』第 3巻，翻訳，本文編，平成 12年 6月，p.303−305.
























C’est tout onde et flore :
Et c’est ta famille!
Et puis une voix,
− Est-elle angélique! −
Il s’agit de moi,
Vertement s’explique ;
Et chante à l’instant,
１０２ アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
En sœur des haleines ;
D’un ton allemand,
Mais ardente et pleine :
Le monde est vicieux,
Tu dis ? tu t’étonnes ?
Vis! et laisse au feu
L’obscure infortune. . .
O joli château!











De quel Age es-tu,
Nature princière
De notre grand frère?
Je chante aussi, moi!


















い。しかも，初級文法に出てきてもおかしくない «Je chante aussi, moi!» と
いった単純な文を，歯切れのいい詩句として成立させる見事さ！ そうしたこ
────────────
⒅ Œuvres d’Arthur Rimbaud, −vers et prose−, préface de Paul Claudel, notes
de Paterne Berrichon, Mercure de France, 1924, p.153−155.





１０４ アルチュール・ランボー «Âge d’or» を読む
